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2025年９月１日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型）」は、2026年１月26日に第20期の決算を行な
いましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2016年１月29日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として、「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長を

めざして運用を行ないます。 

主要運用対象 
ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド わが国の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％以下とします。 

分 配 方 針 

毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

基準価額水準が１万円（１万口当たり）を超えている場合には、分配対象額の範囲内で積極的に分配を行ないます。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
 

＜643025＞ 

ジャパン・ロボティクス株式ファンド
（年２回決算型） 

第20期（決算日 2026年１月26日） 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ROBO Japan Robotics 
and Automation UCITS指数 
（ 税 引 後 配 当 込 み ） 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

16期(2024年１月24日) 10,129 850 9.0 224.70 0.1 97.7 11,878 

17期(2024年７月24日) 10,091 1,050 10.0 230.37 2.5 93.6 12,009 

18期(2025年１月24日) 10,349 200 4.5 240.26 4.3 97.8 11,820 

19期(2025年７月24日) 10,507 600 7.3 240.47 0.1 97.7 11,379 

20期(2026年１月26日) 10,778 2,000 21.6 309.46 28.7 98.1 11,943 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数（税引後配当込み）は、日本のロボティクス関連等の株式を対象にした指数です。同

指数に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利はVettaFiに帰属します。なお、設定時を100として2026年１月26日現在知りえた

情報に基づいて指数化しています。 
          

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

R O B O  J a p a n  R o b o t i c s 
and Automation UCITS指数 
（ 税 引 後 配 当 込 み ） 

株   式 
組 入 比 率 

 騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2025年７月24日 10,507 － 240.47 － 97.7 

７月末 10,531 0.2 236.77 △ 1.5 97.5 

８月末 10,731 2.1 239.60 △ 0.4 97.8 

９月末 11,208 6.7 245.77 2.2 97.3 

10月末 12,651 20.4 274.66 14.2 97.5 

11月末 12,189 16.0 273.61 13.8 97.7 

12月末 12,222 16.3 295.15 22.7 98.2 

(期  末)      

2026年１月26日 12,778 21.6 309.46 28.7 98.1 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○運用経過 (2025年７月25日～2026年１月26日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数（税引後配当込み）は、期首（2025年７月24日）の値が

基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数（税引後配当込み）は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、わが国の金融商品取引所に上場されているロボティクス関連企業の株式に実質的

な投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準

価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による利下げの実施や追加利下げ観測に加えて、米国の生成ＡＩ（人工

知能）向け半導体大手企業の好決算などから米国の株式市場が上昇したこと。 

・米国と中国の首脳会談を経て、貿易摩擦の緩和や両国政府対立への警戒感が後退したこと。 

・自民党と日本維新の会による連立政権の発足を受け景気刺激に前向きな政策への期待が高まったこと。 

・「フジクラ」、「三菱重工業」、「荏原製作所」などの株価上昇がプラスに寄与したこと。 

 

期中の基準価額等の推移 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

＜値下がり要因＞ 

・首相の台湾有事を巡る発言を受けて日本と中国の緊張感が高まったこと。 

・ＦＲＢ議長が利下げに慎重な姿勢を示しＦＲＢによる利下げペースが鈍化するとの見方が広がったこと。 

・「ＤＭＧ森精機」、「ＬＩＮＥヤフー」、「デジタルアーツ」などの株価下落がマイナスに影響したこと。 

 

 

（株式市況） 

国内株式市場では、株価は期間の初めと比べて上昇しました。 

首相の台湾有事を巡る発言を受けた日本と中国の緊張感の高まりや、ＦＲＢ議長が利下げに慎重な姿勢を

示しＦＲＢによる利下げペースが鈍化するとの見方の広がりなどが株価の重しとなったものの、ＦＲＢによ

る利下げの実施や追加利下げ観測に加えて、米国の生成ＡＩ向け半導体大手企業の好決算などから米国の株

式市場が上昇したことや、米国と中国の首脳会談を経て、貿易摩擦の緩和や両国政府対立への警戒感が後退し

たこと、自民党と日本維新の会による連立政権の発足を受け景気刺激に前向きな政策への期待が高まったこ

と、日銀が市場予想通り政策金利を引き上げたものの「利上げ幅が不十分」との見方から円安が進行したこと、

首相による衆議院解散表明を受けて、総選挙で与党が勝利すれば拡張的な財政政策を推進しやすくなるとの

思惑などが支援材料となり、株価は上昇しました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ない

ました。 

 

（ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド） 

当ファンドでは、ボトムアップアプローチの運用力を十分に活かし、中長期的な企業評価を重視した銘柄選

択により、急速な拡大が期待されるロボティクス市場で高い成長が見込まれると考える企業を中心に注目し

て運用を行ないました。 

期間中は、今後のロボティクス技術の活用が期待される宇宙関連事業を持つ企業１銘柄、データセンター関

連２銘柄、ＡＩ関連２銘柄を新規に組み入れました。一方、イメージセンサーを製造・販売する企業の金融子

会社を１銘柄、相対的に成長力に欠けるＡＩ・ＩｏＴ（モノのインターネット）関連銘柄を全売却しました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第20期 

2025年７月25日～ 
2026年１月26日 

当期分配金 2,000  

(対基準価額比率) 15.652％ 

 当期の収益 2,000  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 778   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） ROBO Japan Robotics and Automation UCITS指数（税引後配当

込み）は当ファンドの参考指数です。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、「ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を原則と

して高位に組み入れて運用を行ないます。 

 

（ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド） 

国内株式市場は、米国金利や日銀の金融政策に影響される状況が続いています。ロボティクスの需要に関わ

るＰＣやスマートフォンなど最終製品需要は堅調ではあるものの、強さに欠ける状況が続いています。また、

今後はメモリ価格の上昇などから今後のＰＣやスマートフォンの販売が低調になる懸念も広がり始めていま

す。しかしながら、ＡＩ・データセンター投資の堅調さは続いており、大手クラウドサービスプロバイダーは

2026年にはさらにデータセンター投資を増やすとコメントしており、継続的な半導体需要の増加が見込まれ

ます。半導体工場は高い自動化率を誇ることや、ＡＩ半導体で重要な半導体後工程技術には多様なロボティク

ス技術が使われることから、今後も半導体関連はロボット需要を支えると考えています。 

中長期では引き続き人口減少や人件費の高騰により、工場の設備投資においてはこれまでよりも自動化が

進んだ工場の生産ラインの投入が予想されます。また、これまでの作業の効率化のみならず、熟練の加工技術

に対する省力化・効率化技術も徐々に拡大しています。加えて、設備・製品の品質・効率向上のために収集し

た膨大なデータを元に、限りなく現実に近い物理的なシミュレーションが可能なデジタルツイン（仮想空間に

現実空間と同じ環境を再現する技術）の活用も期待されています。当ファンドにおいても、ロボット技術のみ

ならずデジタルツイン普及の鍵となる、半導体やソフトウェアの技術に関連する銘柄にも注目しています。ま

た、地域としては特にインドにおける工業化が進んでいる印象で、今後はロボットや工作機械などの需要にも

期待が持てます。 

工場内のみならず飲食店などのサービス業や建設・インフラ現場など様々な場面でのロボットの活用も進

みつつあります。特にＡＩの進化がロボットの性能を大きく高めることに寄与しており自動運転やヒューマ

ノイドロボット、フィジカルＡＩ（現実世界での行動を知覚・理解・実行するロボットなど）などにより今後

はよりその活用範囲が広がってくると期待しています。 

短期的にはウクライナや中東情勢、米国や日本における金融政策、米中関係・日中関係の変化、各国の経済

状況などのリスクを株式市場が織り込んでいく可能性には留意が必要と考えていますが、中長期的にはＡＩ

の進化による自動化・効率化技術の更なる進化、それに伴なうロボティクス関連銘柄の成長に期待しています。 

ポートフォリオの構築においては、将来的な成長が見込まれるロボティクス関連銘柄に対して、ボトムアッ

プアプローチの運用力を十分に活かし、中長期的な企業評価を重視していく方針です。具体的には、日本の独

自の差別化されたロボティクス関連技術やブランド力が海外で普及することにより業績を伸ばせる企業、日

本国内の少子高齢化による労働力不足、インフラの老朽化、介護・医療負担の増加などの課題に対し、ロボ

ティクス関連技術を用いたサービスや製品の提供で解決を図ることにより業績を伸ばせる企業に注目してい

ます。また、「ロボティクス関連事業」は、分野によっては市場がまだ成長の初期段階にあり、関連する企業

の規模が小さいケースも想定されることから、中・小型の企業にも積極的に投資を行なう方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2025年７月25日～2026年１月26日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 101  0.869  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 49)  (0.420)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 49)  (0.420)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.028)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.029   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  3)  (0.029)   

（c） そ の 他 費 用 2   0.016   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  2)  (0.014)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用、運用において利用する指数の
標章使用料など 

 合 計 106   0.914    

期中の平均基準価額は、11,588円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.72％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2025年７月25日～2026年１月26日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 249,411 876,709 799,659 2,847,690 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年７月25日～2026年１月26日) 

 

項 目 
当 期 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 23,169,516千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 60,609,326千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.38   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年７月25日～2026年１月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年７月25日～2026年１月26日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年７月25日～2026年１月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2026年１月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 3,856,500 3,306,252 11,897,879 
 
（注） 親投資信託の2026年１月26日現在の受益権総口数は、18,764,060千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年１月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド 11,897,879 83.3 

コール・ローン等、その他 2,383,454 16.7 

投資信託財産総額 14,281,333 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

 

親投資信託残高 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年１月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 14,281,333,929   

 コール・ローン等 227,261,096   

 ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド(評価額) 11,897,879,825   

 未収入金 2,156,188,406   

 未収利息 4,602   

(B) 負債 2,337,893,476   

 未払収益分配金 2,216,164,455   

 未払解約金 9,523,472   

 未払信託報酬 108,518,307   

 その他未払費用 3,687,242   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 11,943,440,453   

 元本 11,080,822,276   

 次期繰越損益金 862,618,177   

(D) 受益権総口数 11,080,822,276口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,778円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は10,830,398,935円、期中追加設定元

本額は1,377,810,923円、期中一部解約元本額は1,127,387,582

円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.0778円です。 
 

○損益の状況 (2025年７月25日～2026年１月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 381,297   

 受取利息 381,297   

(B) 有価証券売買損益 2,396,709,704   

 売買益 2,533,212,667   

 売買損 △  136,502,963   

(C) 信託報酬等 △  110,488,817   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,286,602,184   

(E) 前期繰越損益金 434,869,051   

(F) 追加信託差損益金 357,311,397   

 (配当等相当額) (    168,858,109)  

 (売買損益相当額) (    188,453,288)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 3,078,782,632   

(H) 収益分配金 △2,216,164,455   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 862,618,177   

 追加信託差損益金 357,311,397   

 (配当等相当額) (    169,623,608)  

 (売買損益相当額) (    187,687,789)  

 分配準備積立金 505,306,780   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。  
（注）分配金の計算過程（2025年７月25日～2026年１月26日）は以下の通りです。 

項 目 
2025年７月25日～ 
2026年１月26日 

a. 配当等収益(経費控除後) 77,893,766円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 2,208,708,418円 

c. 信託約款に定める収益調整金 357,311,397円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 434,869,051円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 3,078,782,632円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,778円 

g. 分配金 2,216,164,455円 

h. 分配金(１万口当たり) 2,000円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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ジャパン・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 2,000円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2025年７月25日から2026年１月26日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、2025年９月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。 

①委託会社である当社がその社名を「日興アセットマネジメント株式会社」から「アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社」に変更いたしました。（第１条、第16条） 

②当社の社名変更に伴ない、電子公告を掲載する当社ホームページのＵＲＬを「www.nikkoam.com/」から

「www.amova-am.com」に変更いたしました。（第60条） 

 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



 ジャパン・ロボティクス株式マザーファンド  
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